
様式１（小・中）
令和５年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解
と共通実践
　普段の授業の不断の見
直し

○児童アンケートで「金立小学校　学習の約束」を守ること
ができていると回答した児童の割合が93％以上。
○児童アンケートで「授業は分かりやすい」と回答した児童
の割合が92％以上。
○教職員アンケートで、「金立小　授業づくりチェックシート」
に沿って、普段の授業の振り返りや見直しを行っていること
に肯定的に回答した教員が90％以上。

・「金立小学校　学習の約束」を学級に掲示し、毎学期の始
めに学級で取り扱うことを徹底するとともに、学期途中や学
期末にふり返りを行うことで徹底を図る。
・「授業づくりチェックシート」を活用して、普段の授業を不断
に見直すことを促す。 B

・７月実施の児童アンケートで「『金立小 学習の約束』を守れてい
る」に肯定的に回答した児童の割合は95.1％、「授業が分かりやす
い」に肯定的に回答した児童の割合は90.2％だった。否定的な回
答をした児童が一定数いることについての手立てを講じる必要が
ある。
・７月実施の教職員アンケートで、「『金立小 授業づくりチェック
シート』に沿って、普段の授業の振り返りや見直しを行っている」に
ついて肯定的に回答した教員の割合が87％だった。新しく赴任し
た教員への周知をさらに徹底する必要がある。

A

・「『金立小 学習の約束』を守れている」に肯定的に回答した児童
の割合は96.1％、「授業が分かりやすい」に肯定的に回答した児童
の割合は91.7％と成果目標を上回る結果が得られた。次年度以降
も見直しながら取り組んでいきたい。
・「『金立小 授業づくりチェックシート』に沿って、普段の授業の振り
返りや見直しを行っている」について肯定的に回答した教員の割合
が93％だった。校内研究への取組ともあわせて今後も継続して取
り組んでいく。

A

・授業を参観したときの様子では、児童の態度は真剣で熱心
であり、全員が集中して授業を受けていた。
・授業中、教員のサポートがしっかりできていると感じられ
た。日常的に先生方が、共通理解をしながら授業の改善に
取り組まれていると思う。

●児童が、自他の生命を
尊重する心、他者への思
いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける
教育活動

○児童アンケートで「人権集会などを通して人権について深
く考えることができた」に肯定的に回答した児童の割合が
94％以上
○学校生活アンケートの道徳に関する項目において、肯定
的な回答をした児童の割合が90％以上。
○読書において、各学年の目標冊数を達成した児童の割合
が80％以上。

・毎月第３木曜日に人権集会または、人権教室を行い、児
童の人権意識の高揚を図る。
・学校全体で道徳の別葉を作り、実施する。
・授業参観で「ふれあい道徳」の授業を行い、保護者への啓
発を図る。 B

・道徳の別葉を作成中である。
・保護者参画の「ふれあい道徳」を実施した。
・計画的に人権集会や人権教室を行っている。それによって、友達
のことを理解しようとする意識が見られた。今後も、人権集会や人
権教室だけではなく、教育活動全体を通じて人権･同和教育を行う
必要がある。

B

・道徳の別葉を作成した。今後は順次、加除修正を行っていく。
・「ふれあい道徳」は全学級で実施できたが、保護者参画型は実施
できていない
・児童アンケートで「人権集会などを通して人権について深く考える
ことができた」に肯定的に回答した児童の割合が93％以上であっ
た。今後も、全体での集会や各学年に応じた人権課題について人
権･同和教育を推進していく。

B

・保護者から子どもへの教育はとても大事なことなので、「ふ
れあい道徳」の保護者参画型はぜひ行ってもらいたい。
・金立小の児童は、全体的に思いやりのある子が多いと感じ
る。
・朝の見守りの時、地域の人への挨拶が以前より少なくなっ
たように思える。礼儀の指導も引き続き行ってほしい。

●いじめの早期発見、早
期対応に向けた取組の充
実

○教職員アンケートで「いじめの未然防止及び早期発見・早
期解決のための組織的・継続的な対応ができている」に肯
定的に回答した教職員の割合が95％以上。
○児童アンケートで「学校が楽しい」と回答した児童の割合
が85％以上。

・毎月の子ども支援会で、気になる児童や問題行動を確認すると
ともに、学年グループを中心に複数の教員で児童に関わる。いじ
めにつながる言動の早期発見・早期対応に努める。
・毎月の「いじめ・いのちを考える日」に「生活と心のアンケート」を
実施し，気になる児童について情報を把握して面談等を行い、解
決を図る。
・人権教室や道徳の授業を通し、いじめをしない，いじめを許さな
い児童を育てると共に，支持的風土のある学級づくりをする。

B

・グループ学年を中心に複数の教員で児童に関わっている。いじめにつ
ながる言動の早期発見，早期対応に努めている。
・毎月1日に「生活と心のアンケート」を実施し，気になる児童について情
報を把握し，解決を図っている。
・毎月、全職員で共通理解するために子ども支援会議を開き、気になる
児童の共通理解を図り,必要に応じてスクールカウンセラーにつなげてい
る。いじめをしない，いじめを許さない児童を育てると共に，支持的風土
のある学級作りをする。

B

・教職員に対するアンケートでは100％と、満足のいく結果であった
が、児童に対するアンケート結果では、成果指標を下回った。教職
員の意識と児童の意識の差がどこにあるかを明らかにしながら、
取組を進めていく必要がある。
・いじめ事案に対しては、組織的に早期の対応ができている。いじ
め防止対策拡大委員会でも意見があったように、配慮を要する児
童を取り巻く支持的な風土づくりをさらに進めていく必要がある。

B

・子どもの心の変化を見逃さないように、いつもアンテナを高
くしてもらっていることに感謝している。
・早期発見・早期対応、そして担任一人で抱え込まない。学
年主任・生徒指導主任・SC等との連携を再確認してほしい。
・ネットいじめが社会問題になっているので、情報モラルを高
めていく必要がある。

●児童生徒が夢や目標を
持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答を
した児童生徒85％以上

・キャリアパスポートを活用し、児童一人一人の個人目標の
自己決定に向けた指導の充実を図る。また、その目標達成
に向けた取組や活動の振り返りを記録し、自己の変容を意
識させるなど、キャリア教育の充実を図る。
・「出番・役割・承認」の取組を徹底する。

B

・総合的な学習の時間や運動会等の活動の学びから、めあてを持
ち取り組むことができている。今後は1年間の成長を感じさせて行く
ようにキャリア教育の充実を図る。
・7月のアンケート結果によると、「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童生徒86.2％と目標値を上回った
が、ふれあい文化祭等、今後も「出番・役割・承認」の取り組みを重
視して取り組む。

A

・「先生は、皆さんが困ったことや悩みを相談したらよく聞いてくれ
る」との質問に肯定的に回答した児童は、94.8％だった。7月の
92.4％からさらにポイントがアップする結果となった。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回答をした児
童は90.8％と成果指標を5ポイント以上上回る結果を達成できた。
次年度に向けてもさらに向上することを目指して「出番・役割・承
認」の取組を重視して取り組みたい。

A

・アンケートの結果が前回より上昇しているので、効果はあっ
たと思われる。「先生が児童の相談をよく聞いてくれる」が
95％ほどであるのはすばらしい。
・キャリアパスポートの活用が一段と進むとよいと思う。様々
な外部人材の活用に積極的に取り組んでほしい。

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定
着化」

❷「望ましい食習慣と食の
自己管理能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４２０分
以上の児童７５％以上

❷「健康に良い食事をしている」児童７５％以上
②給食後の歯みがき90％以上

・「さわやかタイム（縦割り活動）」を実施し、戸外での運動を
推奨する。
・給食便りで朝食の必要性や給食献立について伝える。年2
回、朝食についてのアンケートを実施する。
・養護教諭や栄養職員、歯科校医等と連携して、
食育や健康に関する指導や授業を行う。
・「保健タイム」を実施し、養護教諭作成のスライド教材を活
用した担任による保健指導を行う。

B

・「すすんで運動をし、健康な体つくりを心がけている」という質問に
肯定的に答えた児童は、90%以上達成できた。さわやかタイムやク
ラスの全員で遊ぼうを実施し、習いごとや外遊びの推奨をしてい
る。
・「早寝早起き朝ごはん」のアンケートを実施し,朝食摂取率９０
パーセント以上達成できた。
・保健タイム「歯を大切にしよう」の指導後、歯科校医・歯科衛生士
の協力を得て「歯みがきチャレンジ」実施。全クラス給食後の歯み
がき100％達成。

A

・「すすんで運動をし、健康な体つくりを心がけている」という質問に
肯定的に回答した児童は、90%以上であった。天候不良により、さ
わやかタイムの実施回数は例年より少なかった。
・「健康によい食事をしている児童が75％以上」の目標は、89％以
上で達成できていた。
・5・6年生のアンケートで、6月「むし歯予防」9月「熱中症予防」11月
「目の健康」の保健タイムはためになったかの質問に肯定的に回
答した児童が100％であった。

A

・朝、運動場で遊んでいる児童を多く見かける。児童の元気
な姿を見ると健康づくりが行き届いていると感じる。
・高学年になるほど、家に帰って外で遊ばないと思うので、こ
れからも継続してほしい。
・給食の食べ残し（パン）が多くあったのを見かけて残念に感
じた。

●業務効率化の推進と時
間外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。

・共有フォルダを利用して、様式や業務データの共有化を行
い、効率的な業務遂行ができるようにする。
・定時退勤日（金曜日）を設定するとともに、定時退勤日以
外の日も退勤時刻を早められるよう、声掛けをしていく。
・校時表の変更を行い、下校時間を早めることで、放課後業
務の時間確保を行う。
・地域ボランティアを活用し、各種教育活動における教員の
負担軽減と活動の質の向上を図る。

B

・校時表の変更を行い、下校時間を早めたことで、放課後業務の
時間確保ができた。
・勤務時間をPCで入力し、各自の1学期の平均時数を示し2学期の
目標を設定させたことにより、業務改善の意識が高まった。
・全職員の時間外勤務平均時間３６．８時間。・引き続き、定時退
勤日および定時退勤日以外の日も退勤時刻を早められるよう、声
かけをしていく必要がある。

B

・学期ごとに、各自の時間外勤務の記録をもとに目標を立て、職員
の時間外勤務の削減を支援してきた。全職員の時間外勤務平均
時間35.6時間で、教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の
上限を遵守する事はできた。しかし、定時退勤日の実施は十分で
はない。適正な勤務時間の管理に加え、仕事の質の向上を図るた
め、業務内容について定期的な点検・改善を行い、働きがいのある
職場づくりに努める。

B

・情報共有や校時限の見直しにより、効率的になった部分は
大きいと思われる。
・業務の効率化と時間外勤務時間の削減が進んでいるよう
だ。削減された時間を子どもとの時間の共有に使ってほし
い。
・地域の方達にも呼びかけ、手伝ってもらう機会が増えれ
ば、より効果的な業務改善ができるのではと思う。

○服務規律の保持と働き
やすい職場環境づくり

○教職員アンケートで「学校の内外を問わず、危機管理意
識をもって行動できている」に肯定的に回答した教職員が
100％
○年間を通して、教職員の信用失墜行為ゼロ

・毎月10日を「不祥事根絶ゼロの日の取組」の日とし、不祥
事予防のための個人チェックをすることにより、職員の危機
管理意識を高める。
・管理職による呼びかけや「校長便り」の発行などを通して、
具体的で実行力のある指導を行う。

B

・４月に運転免許証および車検証の目視確認を行った。また、無事
故に向けた取り組みとして、交通安全宣言を決め、掲示を行ってい
る。
・雄飛学園合同研修会（８月）で、服務についての合同研修を行っ
た。また、毎月１０日には、「不祥事根絶ゼロの日の取り組み」とし
て不祥事予防のためのチェックを実施し、職員の危機管理意識を
高めることができた。

A

・教職員アンケートで「学校の内外を問わず、危機管理意識をもっ
て行動できている」に肯定的に回答した教職員が100％。加重平均
でも一番高い結果となった。
・服務に関する通知や新聞記事の情報を随時提供し，「ゼロの日」
に見直したり活用したりする機会を設けた。職員の危機管理意識
は高い。

A

・教職員一人一人が、それぞれに高い危機管理意識をもた
れていると思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の
充実

○個々の児童の「困り感」
に寄り添った教育の実現

○教職員アンケートにおいて、「特別支援教育に関する専門
性が向上した」について肯定的に回答した教職員の割合が
85％以上。「特別支援的な配慮を心掛
けている」について肯定的に回答した教職員の割合が90％
以上。

・年間３回以上研修会を行い、教員の専門的知識を深め
る。
・子ども支援会や気になる児童の事例研究などを通して児
童理解に努め、個の「困り感｣に寄り添った指導・支援を行
う。
・各学年、金立特別支援学校との交流計画を立案し、交流
を行う。

B

・発達障害のある児童生徒の理解と支援について（5月、8月）、特
別支援学級における自立活動の指導について（8月）、計3回研修
会を行った。
・各学年の特別支援学校との交流は、まだ実施できていない。ど
の学年も２学期中に実施予定で、現在、交流の準備を進めてい
る。

A

・「特別支援教育に関する専門性が向上した」について肯定的に回
答した教職員の割合が95％、「特別支援的な配慮を心掛けている」
について肯定的に回答した教職員の割合が91％であり、成果指標
を達成することができた。
・特別支援学校との交流は、直接交流やリモート等による交流で、
全学年が交流を行うことができた。学校紹介やメッセージ、出し物、
トランポリンやバルーンの活動などで、交流を深めることができた。

A

・特別支援教育については難しい部分も多いと思うが、教職
員の意識は高く、職員の研修会等がとても役立っていると思
う。
・今後も特別支援教育の充実を継続して図っていってほし
い。児童の元気な姿から、その子に応じた指導・支援をされ
ていることがよく分かる。

○地域連携教育

○ふるさとを愛する児童の
育成と地域・保護者に開か
れた学校づくり

○児童アンケートで「ふるさと『金立』に愛着をもち大切にし
ようと思う」に肯定的に回答した児童の割合が95％以上。
○保護者アンケートで「学校と地域が連携しながら取り組ん
でいるか」について肯定的に回答した割合が95％以上。
○平均、週に3回以上の学校ＨＰのお知らせ、学校ＨＰのイ
ベントギャラリー等の更新を行う。
○年間を通して、40号以上の学校便りを発行する。

・金立町の教育資源や人材等を活用した「金立郷土かるた
大会」や「金立探検隊」などを通して、児童がこれまで以上
にふるさと「金立」のことを知り、愛着をもつことができるよう
にする。
・「千の花の会」との植樹（３年生）や「美化美化大作戦」へ
の児童の参加などを通して、地域とつながる取組の充実を
図る。
・これまでの連携実績を踏まえ、今後の金立小学校地域連
携モデルを構築する。

B

・「金立町ふれあい運動会（９／２4）」では、コロナ渦だった昨年よ
り地域競技を２種目増やしたり、地区のテントで弁当を食べたりし
て、実施することができ、地域とのふれあいが深まった。
・「千の花の会」と３年生が一緒に学校の花壇の花植えを行い、お
世話をすることができた。
・「美化美化大作戦」の児童参加数も増えている。
・学校便りや学校HPを活用し、学校の様子を地域に発信すること
ができている。

A

・児童アンケートで「ふるさと『金立』に愛着をもち大切にしようと思
う」に肯定的に回答した児童の割合が95.2％、保護者アンケートで
「学校と地域が連携しながら取り組んでいるか」について肯定的に
回答した割合が99.5％であった。
・平均、週に3回以上の学校ＨＰのイベントギャラリー等の更新を
行った。また、1月末までに4４号の学校便りを発行した。

A

・学校全体で地域連携教育に取り組んでいることがよく感じら
れる。金立郷土かるた大会や金立探検隊等、児童が親しみ
をもって楽しく参加している。時間の確保は難しいが、地域が
協力するので、これからも取り組んでほしい。
・地域と学校がもっと密な関係性を築いていきたい。

○幼保小中連携

○雄飛学園教育構想によ
る金泉校区の教育推進

○幼保小中連携協議会や雄飛学園教育研究会において，
職員の交流や連携を図る。
(連絡協議会　３回、合同研修会　３回の実施）

・金立幼稚園、千布幼稚園の１日学校体験（11月）の充実を
図り、新入学児童の円滑な入学につなげる。
・金泉中、久保泉小の教職員との相互フリー参観を計画的
に実施し、小小連携、小中連携を推進する。
・教職員の３校合同会議・合同研修を行い、雄飛学園教育
の取組の推進を図る。
・｢出番・役割・承認」の取組の徹底を図る。

B

・近隣の幼稚園とは連絡を取り合い、夏期休業中に訪問を行った。
一日学校体験は、12月に実施する予定で計画を進めている。ま
た、次年度新一年生の情報交換や保育参観を計画している。
・小中連携においては、相互フリー参観は、６月に中学校に出向
き、１１月は本校での参観を予定しており、２月に久保泉小の参観
に出向く予定である。
・教職員の連携については、合同会議１回、合同研修を３回行っ
た。まなざしカードや承認カードなどを三校で同じ時期に取り組む
ことを確認し、実施した。

B

・幼保小連携では、1日学校体験を近隣の２つの幼稚園だけでな
く、次年度入学予定の他の園の園児も参加して実施することがで
きた。新入学説明会や就学時健康診断などで情報を得ることもで
きた。
・小中連携においては、３校の相互フリー参観を予定通り実施する
ことができた。
・教職員の連携については、２月の合同研修で振り返り、次年度に
向けた会議を実施した。

B

・小中連携は、よく感じられるが、幼保小連携については、今
後、もっと推進してほしい。
・気軽に園を訪問して参観いただきたい。
・得られた情報は、日々の指導に活かしてほしい.。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・校内研究を中心に全職員で共通理解・共通実践を図りながら『金立小 授業づくりチェックシート』に沿って、普段の授業の振り返りや見直しを行い、授業改善に努めることができた。学習規律や生活規律の徹底に加え、児童の学びの質を高めるような授業づくりを継続していきたい。
・心の教育では、職員の研修や特別支援教育理解についての人権教室を実施し、各担当者の提案を基に組織的に取り組んだことがいじめ防止や人権意識の向上につながった。「Q-U」の結果を生かし、開発的生徒指導の観点から児童一人一人に役割を与え、集団生活への満足度を向上させることができた。来年度も報告・連
絡・相談を密にして学校全体でよりきめ細かな支援体制づくりに取り組む。
・学校運営に係る業務改善については、自発的勤務時間の上限45時間を平均では下回ったが、適正な勤務時間の管理に加え、仕事の質の向上を図るため、業務内容について定期的な点検・改善を行い、働きがいのある職場づくりに努める。
・今年度は、様々な場面で地域との交流や小中合同の交流を制限なしで実施することができた。コミュニティスクールを活用し形態等を工夫しながら地域連携や幼小中連携を進め、社会に開かれた教育活動を充実させていきたい。

学校関係者評価

●心の教育

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

２ 学校教育目標   志⾼く  ⼼豊かに  学ぶ ⾦⽴

３ 本年度の重点目標 ①目指す子ども像（かしこい子・やさしい子・たくましい子・ふるさとを愛する子）の確かな実現  ②特別支援教育の充実  ③働きやすい職場環境づくり  ④地域・保護者に開かれた学校づくり

４ 重点取組内容・成果指標

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校名 佐賀市立金立小学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・学力の向上においては、学力向上対策シートに示したマイプランの成果指標を達成した割合は、８０％であった。今後も校内研究を通して、「授業づくりチェックシート」を活用しながら、学力向上に取り組んでいきたい。
・日頃から、学級内の人間関係づくりにおいて信頼関係の構築に力を注ぎ、学級・学年の状況やつながりをより豊かなものにしていくことができた。今後も定期的にアンケートを実施することで、「いじめ」の早期発見・事案対処に万全を尽くしたい。
・「働き方改革」については、個人差はあるものの残業時間の短縮など一定の効果をあげることができた。今後、ＩＣＴ機器の活用や共有フォルダ運用をさらに推進して、業務の効率化を目指していく。
・今年度は、人数制限や規模を縮小などコロナ感染予防対策を行いながら、地域との交流を実施することができた。次年度は、さらに地域との関わりを深めていくために、コミュニティスクールを活用しながら、「開かれた学校づくり」の充実を図り、保護者や地域の方の意見や思いをより多く取り入れることで、地域との絆の構築に努めたい。


